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摘要コードを元に、仕訳伝票から金額を集計します。 

取引先ごとに集計したい時などにご利用いただけます。 
 

 摘要集計を行うには、摘要マスタの登録が必要です。 

 

・集計を行いたい名称（業者名など）を入力します。 

・集計したい摘要のチェックを   にします。 

 

 

 ※注 意 

  摘要コードを変更することができますが、登録済の伝票の摘要コードは変更されませんので 

  集計を行う摘要のコードを変更すると、摘要集計表で正しい金額が集計されなくなりますので 

  ご注意ください。 

  

 

 

 

 

  コード変更した後に、登録済伝票を含めて摘要集計印刷する場合は、 

  対象の伝票を開き摘要コードの修正をお願いします。 

 

 

摘要集計の手順 

1.  摘要マスタ 初期設定 → 摘要マスタ 

◆摘要集計を行うには、 

【集計】に  が必要です。 
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・摘要コードを使用して仕訳伝票を起票します。（二段目にセットしても集計されます） 

・摘要コードでセットした摘要名の後ろに文字の追加は可能です。 

 

摘要集計表・取引推移表の二種類の帳票が出力できます。 

 

・処理年度、拠点区分（サービス区分）を選択します。 

・帳票区分：出力したいレイアウトを選択します。 

・月 選 択：出力を行う月を選択します。（複数月選択も可能） 

      帳票区分で【取引推移表】を選択している場合、１年分を出力するため、 

      月選択は使用不可となります。 

 

 

2.  仕訳伝票入力 メインメニュー → 仕訳伝票入力 

3.  摘要集計表印刷 メインメニュー → 摘要集計表 印刷 

◆集計したい摘要が表示されて

いない時は、摘要マスタ画面で

【集計】に  を入れて登録し

てください。 
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ワンポイント 

パターンの選択列をクリックすることにより、○を外したりつけたりする事ができます。 

○を外した摘要は集計表示されません。 

 特定の業者のみ表示したい時などに設定を変更してご利用ください。 

 

 

 帳票種類  

  摘要集計表・取引推移表の二種類の帳票があります。用途に合わせてご利用ください。 

 

 

 

    ・摘要コード、科目ごとに金額を集計して出力します。 

    ・複数月選択した時は、その期間中の合計金額を出力します。 

    ・集計する金額が無い摘要は出力されません。 

 

 

 

 

    ・摘要コード、科目ごとに金額を集計して出力します。 

    ・12 か月分を月ごとに集計し、年合計を出力します。 

 

摘要集計表 

取引推移表 
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 集計除外科目設定  

 

  ・集計表示しない科目を設定します。 

  ・中区分単位で設定が可能です。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント 

科目を追加・削除した時などで、設定した科目が表示されない場合は科目検索年度を変更してください。 


